
報道機関各位 

市制施行２０周年記念 

第 6 回関西北前船研究交流セミナー  

「たつので日本に出会う旅 日本遺産と重伝建」を開催 

「荒波を越えた男たちの夢が紡いだ異空間～北前船寄港地・船主集落～」のストーリー

で日本遺産に認定された北前船寄港地・52 市町のうち、関西地区では 11 市町が認定され

ています。 

これら関西地区の市町及び賛同団体が集まり、関係市町の学芸員・観光関係者の交流を

深めるとともに、北前船でつながるネットワークを幅広く周知するため、本遺産が目指す

「連携」による共同事業として、第 6 回「関西北前船研究交流セミナー」を本市で開催し

ます。 

記 

１ 日 時 2026年 2月 20日(金)・21日(土) 

２ 開催場所   たつの市室津地区及び龍野地区 

３ プログラム 【2月 20日(金)】 

(1)室津街歩き 13時～15時

(2)基調講演   15時 30分～16時 15分 

講師：尾﨑耕司 氏(大手前大学教授・日本史近代) 

  演題：歴史のなかの室津 

  会場：梅香園（たつの市御津町室津 312） 

(3)意見交換会  16時 30分～17時 

(4)室津の「ＯＩＳＴＥＲ～おいシィーＳＴＡＲ」を食す

レセプション  18時～19時 30分

会場：津田宇水産レストラン(たつの市御津町室津 850)

内容：①室津の蠣を味わいながら交流会

②全国初！北前船メタバースミュージアム披露

【2月 21日(土)】 

(1)ぶらタツノ 龍野城下町の散策 10時～13時

案内：新宮義哲(龍野歴史文化資料館長) 
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４ 対  象 関西ブロックの日本遺産認定市町の学芸員・観光関係者、北前船船主子孫

（会社）・物産関係等の北前船に関係した企業、北前船寄港地フォーラム関

係者 

 

５ 主  催 関西北前船研究交流セミナー実行委員会 

≪構成団体≫  

日本遺産認定自治体…たつの市、大阪市、神戸市、宮津市、小浜市、洲本市、

赤穂市、高砂市、新温泉町、姫路市、泉佐野市 

       その他自治体等…大阪観光局、神戸観光局、ひょうご観光本部 

       賛同会社…大阪船主会(代表:商船三井)、小倉屋山本、西日本旅客鉄道 

       その他団体…住吉大社、北前船交流拡大機構、関西・大阪 21世紀協会 

 

６ 共  催 室津を活かす会 たつの市観光協会 たつの市観光協会御津支部 

 

７ 協  力 北前船日本遺産推進協議会  

 

８ 企画運営 関西北前船研究交流セミナー実行委員会事務局（たつの市、関西・大阪 21

世紀協会） 

  



 

 

  

たつので日本に出会う旅 日本遺産と重伝建 

場 所 たつの市 室津の町並み・室津海駅館・津田宇・龍野城下町 

主 催 関西北前船研究交流セミナー実行委員会 

共 催 室津を活かす会 たつの市観光協会 たつの市観光協会御津支部 

協 力 北前船日本遺産推進協議会 

企画・運営 関西北前船研究交流セミナー実行委員会事務局 

（たつの市 関西・大阪 21世紀協会） 

日 時 2026年 2月 20日（金）13：00～19：30 

21日（土）10：00～13：00 

関西北前船研究交流セミナー 
－ 第６回 たつの（市制施行 20周年）－ 

≪弐の巻≫おかえり！室津丸 

 



 

2月 20日（金） 

2月 21日（土） 

  
海に囲まれた島国・日本にとって海は道でした。人々は海を通してつながっていました。このことを端的

に示しているのが「津々浦々」という言葉です。船がこの「海道」を通って各地をまわり、めぐるので廻船

という言葉も生まれました。 

廻船が寄港する港には、風を防ぐ避難港としての機能が必要でした。また、廻船が出入することによって

港町が形成されました。港町は、城下町のような政治の町ではなく、経済活動を基盤に形成された商人の町

でもありました。現在、52市町が「荒波を越えた男たちの夢が紡いだ異空間～北前船寄港地・船主集落～」

のストーリーで日本遺産に認定されていますが、それらの「津々浦々」も日本史のなかで様々な役割を果た

してきました。 

本セミナーは、日本遺産「北前船」に認定されている関西地区の 11市町および賛同団体が集まり、関係

各位の交流を深めることを目的に開催します。日本遺産が目指す「連携」による共同事業として、北前船の

「交易」がもたらした「公益」とこれからの「広益」を考える新たな契機になれば幸いです。 

◆ プログラム ◆ 

開催にあたり 

[第一部] 

13:00  日本遺産の港 室津 街歩き 

15:30  開会ごあいさつ  

       実行委員会委員長 安積 徹 

来賓ごあいさつ 

文化庁参事官(文化拠点担当) 笈田雅樹 氏 

基調講演 「歴史のなかの室津」 

講師 大手前大学教授 尾﨑耕司 氏 

[第二部] 

18:00   歓迎ごあいさつ 

       たつの市長 山本 実 

来賓ごあいさつ 

       たつの市議会議長 角田 勝 氏 

       北前船交流拡大機構副会長 久保成人 氏 

(東武タワースカイツリー㈱代表取締役会長 

・観光庁元長官) 

室津の牡蠣・美味しいものテイスティング 

北前船メタバースミュージアム体験会 

      交流会 

10:00  ぶらタツノ 

      龍野城下町(国の重要伝統的建造物群保存地区)の散策とたつの土産を食すガストロノミー

ツアー 

      案内：龍野歴史文化資料館長  新宮義哲 

室津港 

風を防ぐごと室のごとし 

山本 実 

たつの市長 

室津限定！友君羊羹で 

おもてなし 

尾﨑耕司-プロフィール- 

大阪府出身。神戸大学大学院文化 

学研究科博士課程単位取得退学 

(文学修士)。現在、大手前大学国 

際日本学部教授(日本史)。日本近 

代の医療や公衆衛生を研究。『播磨新宮町史』、

『揖保川町史』『御津町史』をはじめ、兵庫県下

の自治体の歴史を多数執筆。 

主な著作： Drugs and the Politics of 

Consumption in Japan(共著、Brill社)、『新修

神戸市史』歴史編 IV、近代・現代、『姫路市史』

第 5巻など 
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日本遺産 港まちの賑わい 

歴史文化遺産の活用 × 交流・観光人口 

「室津」の日本遺産の構成文化財や北前船ゆかりの施設、

国の重要伝統的建造物群保存地区の「龍野城下」を巡って

この地域の歴史の奥深さを体感ください。 

A trip to meet Japan in Tatsuno 

重伝建地区 城下町のたたずまい 
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歴史の中で育まれてきた 

全国に誇る食文化 
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瀬戸内海は、本州、九州、四国に囲まれた、日本最大の

内海で、瀬戸といわれるように、大小多くの島々が点在す

る多島海でもあります。その景観美により、昭和９年（1934）

に日本最初の国立公園の一つに指定されました。  

関西ブロックの赤穂市の坂越、たつの市の室津、姫路市

の飾磨、高砂市の高砂、神戸市の兵庫津、そして瀬戸内海

の発着地である大阪、泉佐野市の佐野浦は、瀬戸内海に面

しています。 

 今回のメタバースミュージアムでは、開催ブロックの構

成文化財や瀬戸内海の歴史と室津を中心に廻船の資料を紹

介すると共に、日本海の港に伝わった古写真や引札など貴

重な資料を展示しています。 

全国初 

メタバースミュージアム特設 HP  

入口⇒ 



 

 

 

 室津賀茂神社は、瀬戸内海上交通の要衝

の鎮守として、古くから信仰を集めてきま

した。五社造りといわれ、流れ造り・檜皮

葺きの社殿が建ち並ぶ様子は、平安時代の

文献にも記されています。社殿と唐門、東

西回廊の計８棟が国の重要文化財である

など、多くの文化財が伝えられています。 

関西北前船研究交流セミナー実行委員会 

観梅期間 令和８年２月１１日（水・祝）～３月２５日（水） 

※期間中無休 

開園時間 ９時～１６時３０分 

入園料 高校生以上５００円、小・中学生３００円 

※普通自動車駐車料金：１台５００円 

梅公園 

新舞子

近畿随一の遠浅の海岸。サイクリング愛好家界隈でも人

気のスポット。瀬戸内のフォトスポットとしてバズり中。 

 

異国情緒あふれる中国風の建物と、約 315 品種の世界の

梅が調和した風光明媚な公園です。展望台からは青い空・青

い海の瀬戸内海が一望できます。 
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室津賀茂神社 

小五月祭で「棹の歌」奉納の様子 

（室津賀茂神社） 
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 「棹の歌」は、室津賀茂神社の例祭・小五月祭に奉納される芸能です。白拍

子や巫女に扮した女子が優雅に歌いあげます。天和元年（1681）成立の地誌『播

州室津追考記』によると、「室君」（遊女の長とも、長者の娘とも）が神前で歌

舞を奏し、神慮を慰めたことに始まるといいます。同書によれば、能楽「室君」

は、この故事から作られたといいます。 

日時 毎年４月初旬の日曜１０時 

場所 賀茂神社境内および御旅所 

 その独特な節調から、「猿楽」か

ら「能楽」への過渡期を示す芸能

と評され、歌謡史・芸能史上の価

値が高いことから、兵庫県無形民

俗文化財に指定されています。 

たつの市(開催地) 新温泉町(次回開催地) 

赤穂市 泉佐野市 大阪市 大阪観光局 小浜市 神戸市 神戸観光局 

洲本市 高砂市 姫路市 宮津市 ひょうご観光本部  

大阪船主会 小倉屋山本 住吉大社 西日本旅客鉄道 

北前船交流拡大機構 関西・大阪 21世紀協会 
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